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機能の概要
テストアカウントを使用した PDF 請求書のサプライヤオンボーディング
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今までの課題

対象ソリューション

SAP Ariba で問題解決

関連情報

主なメリット

前提条件と制限事項

導入の難易度

対象エリア

ロータッチ/容易

グローバル

Ariba Network この機能は、該当ソリューションを使用しているすべての
お客様に対して自動的にオンになっており、すぐに使用で
きます。

以下がサプライヤに必要です。

• PDF 請求書処理を有効化している少なくとも 1 つのバ
イヤーとの取引関係

• テストアカウント

現在、サプライヤは、PDF 請求書処理のイネーブルメ

ントの一環として、場合によってはプロセスやこの機能
の制限事項を理解することも、抽出された請求書デー
タを確認することもなく、オンボーディングや PDF 請求
書のテストに本稼働アカウントを使用しています。

これは、サプライヤが顧客に誤った請求書を送信したり、
バイヤーの取引ルールの検証に失敗した請求書が増
加したり、顧客の本稼働アカウントにテスト請求書を送
信することで取り違えが発生したりする原因となる場合
があります。

この機能により、現行の PDF 請求書オンボーディングプ

ロセスが強化され、サプライヤは、本稼働アカウントを使
用して PDF 請求書を顧客に提出する前に、テストアカウ
ントを使用して PDF 請求書機能にオンボーディングし、こ
の機能をテストすることが必要になります。

この機能は、サプライヤが Ariba Network の PDF 請求
書機能のプロセスフローと制限事項を理解し、本稼働
PDF 請求書を提出する前にソリューションをテストおよび
検証するのに役立ちます。

テストアカウントにより、サプライヤは本稼働請求書の各
種サンプルを使用してソリューションをテストおよび検証し、
抽出された請求書データを確認して、電子メールベースの
PDF 請求書フローなどの追加設定が正しく動作すること
を確認することができます。また、PDF 請求書タイルやド

ラフト請求書などの機能に関する理解を深めることができ
ます。
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機能の詳細情報

以前は、サプライヤのほとんどが、テストアカウントでテストを一切行わずに、本稼働アカウントを使用してオンボーディングや顧客への請求書の提出を
行っていました。この機能により、サプライヤは、テストアカウントでのみオンボーディングが許可されるようになります。

サプライヤが [設定] -> [電子請求書ルーティング] -> [PDF 請求書] タブからオンボーディングウィザードにアクセスしようとすると、本稼働アカウントに
以下のエラーが表示されます。

その結果、サプライヤは、テストアカウントに切り替える必要があります。サプライヤは、テストアカウントでオンボーディング手順を進めてサンプルドキュ
メントをアップロードすることができます。サプライヤは、テストアカウントでサンプル請求書をテストして、プロセスフローの検証を完了し、ソリューション
の制限事項を理解することが推奨されます。

オンボーディングが成功すると、サプライヤの本稼働アカウントで PDF 請求書をオンラインでアップロードして顧客に提出できるようになります。本稼働
アカウントでの制限付きのオンボーディングサポートの一部として、サプライヤはオンボーディングの [機能の設定を終了] 手順に進み、ドラフト PDF 機
能を有効化し、PDF 請求書を電子メールで添付ファイルとして受信するように設定することができます。
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本書のいかなる部分も、SAP SE 又は SAP の関連会社の明示的な許可なくして、いかなる形式でも、いかなる目的にも複製又は伝送す
ることはできません。

本書に記載された情報は、予告なしに変更されることがあります。SAP SE 及びその頒布業者によって販売される一部のソフトウェア製品
には、他のソフトウェアベンダーの専有ソフトウェアコンポーネントが含まれています。製品仕様は、国ごとに変わる場合があります。

これらの文書は、いかなる種類の表明又は保証もなしで、情報提供のみを目的として、SAP SE 又はその関連会社によって提供され、
SAP 又はその関連会社は、これら文書に関する誤記脱落等の過失に対する責任を負うものではありません。SAP 又はその関連会社の製
品及びサービスに対する唯一の保証は、当該製品及びサービスに伴う明示的保証がある場合に、これに規定されたものに限られます。本
書のいかなる記述も、追加の保証となるものではありません。

特に、SAP SE 又はその関連会社は、本書若しくは関連の提示物に記載される業務を遂行する、又はそこに記述される機能を開発若しく
はリリースする義務を負いません。本書、若しくは関連の提示物、及び SAP SE 若しくはその関連会社の戦略並びに将来の開発物、製品、
及び/又はプラットフォームの方向性並びに機能はすべて、変更となる可能性があり、SAP SE 若しくはその関連会社により随時、予告なし
で変更される場合があります。本書に記載する情報は、何らかの具体物、コード、若しくは機能を提供するという確約、約束、又は法的義務
には当たりません。将来の見通しに関する記述はすべて、さまざまなリスクや不確定要素を伴うものであり、実際の結果は、予測とは大きく
異なるものとなる可能性があります。読者は、これらの将来の見通しに関する記述に過剰に依存しないよう注意が求められ、購入の決定を
行う際にはこれらに依拠するべきではありません。

本書に記載される SAP 及びその他の SAP の製品やサービス、並びにそれらの個々のロゴは、ドイツ及びその他の国における SAP SE 

(又は SAP の関連会社) の商標若しくは登録商標です。本書に記載されたその他すべての製品およびサービス名は、それぞれの企業の
商標です。

商標に関する詳細の情報や通知に関しては、www.sap.com/copyright をご覧ください。
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